
(6) 平成6年 6月寸 5日広報ひらつか

笑顔のふれ愛まつり
愛、ふれ愛、たすけ愛をテーマに 6月

5目、総合公園で「ふれ愛まつり」が行

われ、福祉施設の模擬l苫は、市民のみな

さんや子供たちで大変にぎわった。

。
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私
の
た
か
ら
も
の
は
、
今
ま

"
で
に
作
っ
た
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

・
帳
と
、
料
理
の
作
り
方
の
メ
モ

帳
で
す
。

じ
メ
ニ
ュ

ー
が
続
か
な
い
よ
う

に
つ
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
今
で
は
、
何
年
も
前
の

句
。
@
信
省
保
編

-
少
年
少
女
合
唱
団

影
絵
劇
の
会
品
を
募
集
し
て
い

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で
る
。
対
象
は
小
学
校
三
年
生
以

は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

上

の
男
女
。
練
習
は
月
二
回
の

マ
練
習
日
毎
週
土
曜
日
(
第
日
昭
目
、
背
少
年
会
館
で
。
月

2
土
臨
日
を
除
く
。
)
会
費
は
百
円
。
申
し
込
み
締
め

・
時

間

午

後

2
時
5
5
時
切
り
は
六
月
十
九
日
(
臼
)
。

(
基
礎
科
は
3
時
叩
分
ま
で
。
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

マ
場
所
横
浜
ゴ
ム
側
迎
賓
館
局
(
電
話
詑
l
七
六
二
六
)
へ
。

マ
入
会
金
三
千
円

・
早
朝
テ
ニ
ス
教
室

マ
会
費

一
か
月
三
千

円

マ

臼

時

7
月
例
日

5
8月
幻

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
事
務
自
の
毎
週
日
暇
目
、
全

5
回

局
(
電
話
詑
|
九
二
ニ
九
)
午
前
6
時
初
分
1
8時
初
分

-
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
募
集

マ
会
場
桃
浜
庭
球
場

エ
ク
シ
1
ズ
で
は
、
会
日
を
マ
対
象
市
内
在
住
、
在
勤
、

募
集
し
て
い
る
。
練
習
は
毎
週
在
学
の
中
学
生
以
上

水
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
三
マ
定
員
百
二
十
人
(
抽
せ
ん
)

時
。
月
会
費
は
三
千
五
百
円
。
マ
参
加
料
五
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務
マ
申
し
込
み

7
月
日
日
ま
で

局
(
電
話
お
|
四
三
O
八
)
へ
。
に
往
復
は
が
き
で
、
「
〒
加
平

・
影
絵
劇
サ
ー
ク
ル
へ

塚
市
追
分
1
|
お
平
塚
郵
便

一
寸
法
師
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
、
局
私
書
箱
刊
号
平
塚
市
テ
ニ

ン
ト
を
書
き
留
め
た
メ
モ
を
見

た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
鶴
務
感
だ
け
で

料理のメモ帳

-i.、~._...

窓
、........_...ふ晶~二、

メモ帳とメニュー帳を前に大貫さん

圭さん(撫子原)大貫

セ
ッ
ト
、
食
器
乾
煉
器
、
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ

サ
ー
、
ス
テ
レ
オ
、
ラ
ジ
カ
セ
、

都
市
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
剣

道
防
具
、
エ
レ
ク
ト
l
ン
、
石
油

H
H
H
H
I-
-
-
... 0
 

い
ま
す
。

“

新
聞
の
切
り
抜
き
ゃ
イ
ラ
ス

日

ト
を
交
え
た
、
と
っ
て
も
大
切

い

な
私
の
た
か
ら
も
の
。
継
ぎ
は

ぎ
だ
ら
け
の
ノ
1
ト
に
、
今
日

も
ま
た
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て
い

き
ま
す
。

。

-
市
民
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に

し
て
い
る
品
物
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
。
ペ
ッ
ト
、
盆
栽
、
収

集
物
、
家
宝
、
記
念
や
思
い
出

の
品
々
な
ど
を
二
百
字
程
度
の

紹
介
文
に
ま
と
め
て
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

i

作
り
が
ち
な
食
事
で
す
が
、
こ

O
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

引

の
ノ
1
ト
の
お
か
げ
で
、
私
は
町
9
1
1
平
塚
市
広
報
広
聴

“

毎
日
笑
顔
で
台
所
に
向
か
っ
て
謀
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

!
"

------q 

第 529雪

ど
ち
ら
も
始
め
て
か
ら
約
十

-

年
。
元
は
と
い
え
ば
、
体
の
鯛
記
録
を
読
み
返
し
て
は
句
の
食

“

子
を
崩
し
た
と
き
に
栄
訟
の
べ
物
を
確
か
め
た
り
、
そ
の
頃
の

い

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
毎
日
同
家
族
の
様
子
や
料
理
へ
の
コ
メ

A
E
、.
.
.
.
.
 

ス
協
会
」
へ。

.
健
康
体
操
で
良
い
汗
を

リ
ズ
ム
体
操
グ
ル
ー
プ
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

汗
を
流
し
て
心
も
体
も
へ
ル
シ

ー
に
。
最
初
の

一
か
月
間
は
無

料
な
の
で
気
軽
に
ご
参
加
を
。

マ
対
象
成
人
女
性

マ
練
習
日
月
3
回
の
木
曜
日

・
時
間

午
後
6
時
却
分
，
‘、.，
8

時マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
会
費

一
か
月

一
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
事
務

局
(
電
話
お
l
三
八
五
九
)
午

後
四
時
以
降
に
。

-
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
仲
間
を

さ
く
ら
ん
ぼ
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
の
会
員
を
募

集
中
。
小
学
校
三
年
生
以
上
の

女
子
を
対
象
。
練
習
は
月
二
回

ス
ト
ー
ブ
、
エ
ア
コ
ン
、
布
団
干

し
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
ミ
シ
ン
、
ポ

リ
タ
ン
ク
②
無
料
ラ
ン
ド
セ

ル
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
子
供
用
布

団
、
ベ
ビ
1
パ
ス
、
子
供
用
強
理

だ
ん
す
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、

ロ
ッ
カ
ー
だ
ん
す
、
ピ
ア
ノ
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い
ハ
イ
チ
ェ

ア
1
、
ベ
ピ
1
キ
ャ
リ
ー
、
す
べ

り
台
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ

ン
ス
、
学
生
服
、
二
段
ベ
ッ
ド
、

た
ん
す
、
レ
ン
ジ
台
、
炊
飯
ジ
ャ

ー
、
も
ち
つ
き
機
、
パ
ソ
コ
ン
、

洗
溜
機
、
テ
レ
ビ
、
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、
天
体
望
遠
鏡
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、
億
動
マ
ー
ジ
ャ

ン
卓
、
卓
球
台
、
自
転
車
、
キ
ャ

タ
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
折

り
た
た
み
式
テ
ー
ブ
ル
、
琴
、
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
眼
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=一)
へ。

の
日
昭
目
、
背
少
年
会
館
で
。

月
会
費
は
百
円
。
申
し
込
み
締

め
切
り
は
六
月
十
九
日
(
日
)
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
幻
|
七
六
二
六
)
へ
。

・
芦
ノ
湖
畔
を
あ
る
く

湖
を
見
な
が
ら
森
林
浴
ハ
イ

キ
ン
グ
を
。

マ
期
日

6
月
四
日
(
臼
)
降

水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
初
日

(
日
)
、

以
後
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
|
小
田
原

駅
|
湖
尻
・
・
・
深
良
水
門
・
・
・其
田

.・・
白
浜
・
・・関所
跡
l
小
田
原
駅

|
平
塚
駅

マ
交
通
貨
約
二
千
六
百
円

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当、

水

筒
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
屯
話
出
l
三
四

O
こ

-
難
聴
者
の
グ
ル
ー
プ

難
聴

・
中
途
失
聴
者
の
方
々

の
集
ま
り
。
仲
間
を
増
や
し
て

情
報
交
換
を
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
(
出
l
二
六
八
四
)
か
、
は

が
き
で
、
「
〒
加
平
塚
市
黒
部
丘

却
|
3
神
奈
川
県
中
途
失
聴
・

難
聴
者
協
会
平
壕
支
部
」
へ

0

・
育
児
サ
ー
ク
ル
募
集

た
ま
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
で
は
、
乳

幼
児
が
い
る
母
親
を
対
象
に
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。
月
二
回

の
集
ま
り
と
回
覧
ノ
l
ト
で
意

見
交
換
す
る
。
入
会
金
は
五
百

円
、
半
年
会
費
一
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
包
括
幻
|
ニ

O
八
六
)
へ
。

・
英
語
を
勉
強
す
る
会

英
語
セ
ミ
ナ
ー
会
で
は
、
中

学
・
高
校
生
を
対
象
に
英
語
を

学
ぶ
仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。

勉
強
会
は
、
毎
月
第
二
、
四

金
曜
日
の
午
後
四
時
か
ら
六
時

ま
で
、
青
少
年
会
館
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
回
l
九
八
九
O
)
へ。

・
学
ぼ
う
地
球
環
境
を

地
球
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

地
球
碩
境
を
学
び
自
然
観
察
を

す
る
サ
ー
ク
ル
。
対
象
は
小
学

校
三
年
生
以
上
、
会
政
は
月
百

円
。
毎
月
二
回
、
青
少
年
会
館

に
集
ま
っ
て
活
動
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
詑
|
七
六
二
六
)
へ
。

@
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
の
掲
示
板
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
、
み
な
さ

ん
の
ぺ
l
ジ
。

会
員
募
集
、
イ

ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
掲
載
す

る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町

9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

限

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

失
う
こ
と
の
悲
し
み

「ジ
ャ
ン
グ
ル
に
出
掛
け
て
行
っ
た
サ
ン

ボ
は
、
次
々
と
ト
ラ
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

の
度
に
命
の
代
わ
り
に
と
身
に
付
目
て
い
る

も
の
を
一
つ
一
つ
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
に

も
ら
っ
た
大
切
な
上
着
、
ズ
ボ
ン
、
カ
サ
、

靴
、
み
ん
な
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

物
語
が
こ
ζ
ま
で
く
る
と
、
息
子
は
必
ず

泣
き
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
て
母
親
が
本

を
読
ん
で
あ
げ
る
よ
と
言
う
と
、
彼
は
い
つ

も
サ
ン
ボ
の
本
を
抱
え
て
来
ま
し
た
。
な

ぜ
、
こ
ん
な
悲
し
い
話
を
繰
り
返
し
読
み
た

が
る
の
か
母
親
は
不
思
議
で
し
た
。

そ
の
後
、
小
学
生
に
な
っ
た
息
子
は
、
サ

ン
ボ
の
絵
を
学
校
で
描
い
て
き
ま
し
た
。
緑

い
っ
ぱ
い
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、
サ
ン
ポ

と
前
足
を
上
げ
た

一
匹
の
ト
ラ
が
出
会
っ
て

い
ま
し
た
。
絵
は
、
彼
が
初
め
て
人
を
人
ら

し
く
描
け
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

緊
張
と
不
安
が
感
じ
ら
れ
る
硬
い
も
の
し
か

描
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
ま
で
の
揺
は
、

あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
も
の
で
す
。

子
供
は
温
か
く
包
ま
れ
た
母
の
も
と
か
ら

徐
々
に
離
れ
て
い
く
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
反
面
、
未
知
の
世
界
に
強
い
好
奇

心
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
慣
れ
親
し
ん

だ
安
心
で
き
る
場
所
か
ら
離
れ
る
と
き
、
子

供
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
痛
み
や
悲
し
み

そ
し
て
た
め
ら
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

彼
は
、
母
の
思
い
や
り
に
支
え
ら
れ
て
、

何
度
も
何
度
も
サ
ン
ボ
の
物
語
を
読
ん
で
も

ら
い
、
そ
の
悲
し
み
を
体
験
す
る
中
で
、
自

分
な
り
に
失
う
乙
と
の
つ
ら
さ
を
受
け
止
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
電
話
お
l
六
O
一
二

納税貯蓄組合ヘ加入のおすすめi1Si37-Jレ⑧7-Jレ院をき
。納税貯蓄組合とは

税金を円滑に収めるために法悌に

基づいてできた組織

。納税貯蓄組合の活動
市からの事務費補助金により、円

滑な納税を推進するための事業を実

施している

。加入の手続き
市内には、町内や開業者等を一定

の単位とした組合が279あるため、

いつでもお近くの組合へ加入できる

・問い合わせ 収納課竹理係(内線280)

、
、
‘
ノ

大人250円、子供100円

みどり公闘探公園管恕係(内線424)
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木賊さん(峨)と美智子さ ' -3Ji司駄)1 と込 ぷム ~Lい : 説幼奥歯領悶箆 雲
ん (30歳)の長女。平成 5相1月~ ~ 場 1 : I ど包ぷ省yぜ×軍 〉
日生まれ。身長70肌体ffi8，5同 。山 ¥ daz ffj く1邑X周1)¥)ミ)¥t/ ¥.対象 2歳 6か月までの乳義

ぷ出鉱山こ空輸正弓附 4‘シムよ!? :.22鴨保健所 き
いると 2歳 年上の省お兄ちゃんが焼 二 :~ ， ....~111:'?弘\戸ヤニ:.相談日 7月 4目、 ー
きもちをやく。 それとも知印とす v 一二 -. JJ山:: "'J~( f(仏ル'¥-<."九、、 :.時間 午 前 9時~珊 妥

:!?22222関 心 ぷ槻 震多 I(見本b;・3之助 舗で平塚保健3
山ム~ ;!ιに土ち ゃんの氏名、性別、生年月日と両親の佳 一 -- ~ ~ 

Z72名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応- UUUUUUUUUUU'総""""""，""，"総""""""""，"""""認
募ください。対象は 1歳 朱満の赤ちゃ んです。応募

されたはがき (1 日掲載分は26日~10日締め切り、
15日掲載分は11 臼 ~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲縦します。今回は17人応募。

*送り先 〒254平塚市浅間町9-1 
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

良
い
歯
を
守
る

講
習
会
を
開
く

歯
の
大
切
さ
を
知
り
、
良
い

み
が
き
方
を
身
に
つ
貯
る
。

マ
日
時

6
月
初
日
(
木
)
午

後
1
時
初
分
1
3時
初
分

マ
会
場
大
野
公
民
館

マ
内
容
歯
科
医
師
の
講
話
と

歯
科
衛
生
師
に
よ
る
歯
み
が
き

の
実
習

マ
持
参
す
る
物
歯
ブ
ラ
シ
、

手
鏡
、
コ
ッ
プ

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
屯
話
M
l
O
一
一
一
一
一
)

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

6
月
犯
日
(
火
)

広報ひらつか

健
康
相
談

{
も
し
も
し
鍵
康
相
談
}

育
児
、
介
盤
、
病
気
な
ど
健

康
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
に

〈フ〉

7
月
6
日
(
水
)
、

8
日
(
金
)

マ
時
間

午
後
1
時
加
分
3
3

時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当

者

精

神
科
医
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
幻
l
O
一
三
O
)
予
約
制

歯
ぐ
き
の
検
診

妊
婦
お
よ
び
五
十
歳
未
満
の

方
を
対
象
に
、
歯
の
検
診
と
歯

み
が
き
練
習
を
行
う
。

マ
日
時

6
月
犯
臼

(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時
i
m

時
加
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

つ
い
て
、
専
属
の
保
健
婦
が
相

談
に
応
じ
る
。
電
話
で
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

マ
相
談
日
毎
週
月

・
木
昭
日

マ
時
間

午
前
刊
時
1
午
後
4

時

午
後
1
時
5
2時
却
分

マ
会
場
平
康
保
健
所

マ
持
ち
物
母
子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(電

話
ロ
l
O
一
三
O
)
予
約
制

大
腸
が
ん
予
防

の
教
室
を
開
催

食
生
活
の
多
様
化
で
近
年
急

激
に
増
え
て
い
る
大
腸
が
ん
に

つ
い
て
教
室
を
聞
く
。
早
期
発

見
の
た
め
の
受
診
と
、
日
常
生

活
で
の
注
意
や
食
事
に
つ
い
て

話
を
聞
く
。

マ
日
時

6
月
初
日
(
月
)
、

6
月
初
日
(
木
)

マ
相
談
市
話
加
|

一
一一一一一

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
謀

(
内
線
二
五
九
)

〔
老
人
痴
呆
疾
患
相
談
】

マ
日
時

6
月
幻
円
(
水
)
午

後
1
時
初
分
1
3時
初
分

-
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

加
分
1
3時

マ
会
場

旭
南
公
民
館

マ
内
容

・
初
日
増
え
て
い

る
大
腸
が
ん
、
原
因

・
症
状

・

診
断

・
治
療
、
検
診
の
意
識
と

不
安
の
解
消

・
初
日
大
腸

が
ん
予
防
の
た
め
の
食
事
と
生

活
指
導

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー

(
電
話
M
l
O
一
一
一
一
一
)

お
誕
生
前
診
査

生
後
十
か
月
か
ら
一
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
受
貯
る
健
康
診

査
。
母
子
手
帳
を
持
参
の
う
え

指
定
の
医
療
機
関
で
受
診
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
保
健

所
(
電
話
詑
|
O
一
三
O
)
へ
。

マ
会
場
平
康
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
、
痴
呆
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
泣
l
O
一
三
O
)
予
約
制

生
後
三

3
四

か

月

の

相

手

に

な

っ

て

喜

頃

の

赤

ち

ゃ

ん

の

夜

び

そ

う

な

遊

び

を

し

泣

き

は

、

生

理

的

な

て

や

り

、

な

る

べ

く

現

象

に

過

ぎ

ず

、

本

眠

ら

せ

な

い

よ

う

に

当

の

夜

泣

き

は

七

し

て

、

夜

よ

く

眠

る

3
八

か

月

頃

か

ら

始

習

慣

を

付

廿

さ

せ

た

ま

る

も

の

で

あ

る

。

ぃ

。

そ

う

す

る

こ

と

交

泣

き

の

原

因

ま

、

で

夜

泣

き

は

少

し

ず

空
腹

・
飲
み
過
針
・

赤

ち

ゃ

ん

の

夜

泣

き

つ
改
善
さ
れ
て
く
る
。

運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス
・
暑
さ
寒
さ
・騒
音
・
ま
た
、
過
保
離
な
育
児
に
よ
り
神
経
質
に

病
気
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
昼
と
夜
の
取
り
な
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
に
も
夜
泣
き
が
多

違
え
も
そ
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ぃ
。
こ
の
場
合
は
親
と
子
の
関
わ
り
方
に
深

昼
寝
が
長
い
と
夜
は
あ
ま
り
眠
ら
ず
夜
泣
い
問
題
が
あ
り
、
早
め
に
直
し
た
い
。
夜
泣

き
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
人
に
と
っ
て
は
き
の
原
因
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
取
り
除
い
て

安
眠
妨
害
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
当
あ
げ
れ
ば
こ

1
一
二
目
、
遅
く
と
も
一
週
間
ぐ

り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
を
ら
い
で
治
る
。
赤
ち
ゃ
ん
を
よ
く
観
察
し
、

早
く
直
さ
な
い
と
、
母
子
共
に
恕
い
影
轡
が
親
子
関
係
を
見
直
し
て
早
め
に
対
処
し
て
い

出
て
来
る
。
昼
間
は

で

き

る

だ

け

赤

ち

ゃ

ん

た

だ

き

た

い

。

(

健

康

課

)

怠
ん
マ
也
百
科

。 申し込み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

-電話 0558-87-1050
• FAX  0558-87ー0557
・住所 〒410-32静 岡 県 田 方

郡天城湯ケ島町上船原1120-1 . 1泊2食付き、大人4，925円、子供4，405円

。問い合わせ交流親善螺(内線597)
X 印満室 A印早めに申レ込みを O印まだ余絡がある ※ 8月は満室

71 (日)1 234 5 6 7 8 910111213141516171819202122232425262728293031 
I(曜):金土日月火水木金£日月火水木金土日月火 水木金土日月火水木金土臼

月I OxxOxxxム X600066xムOOOxxxxxxxxxxx

「むをう)おま蹴w着」空き)献〉配/J \tt類さきf]\1まそろ~::JtJ-~

仙
川
金
A

mu
木

o
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日

O

M
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ね
金
×

n木
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幻
水

o
m火
O

M
M
月

O

U
日
×

げ
土
X

M
金
×

日
木

O

M
水

O

U
火
ム

ロ
月
今

日
日
×

ω土
×

9
金
×

8
木
×

7
水
×

6
火
企

5
月
A

4
日
×

3
土
X

2
金
×

1
木
A

日
曜

9

月

6月30日(木)
開場午後6時、開演 午後6時30分

市民センターホール。会場
・入場料 S席4，000円、 A席3，500円

。前売所市民センター、チケッ トセゾ

ン、チケットぴあ(長崎毘 4階)、ヤン

レイレコード(ラスカ 4階)、稲元屋楽

器底、サクラ曾1苫本1苫、花水位1苫
・電話予約 市民センター 電話32-2235

く〉日時



マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
屯
話
幻

l
O
五

九==

日
(
水
)
。
な
お
、

3
日
(
日
)
、

9

日
(
土
)
、
刊
日
(
目
)
は
休
み

・
時
間
午
前
9
時
却
分
1
午
後

4
時
却
分

(土
陥
日
は
午
前
中
)

マ
会
場
決
普
小
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
只
会

指
導
室
(
内
線
五
二
七
)

流
を
深
め
る

「第
十
五
回
背
少
年

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」
の
参
加
者

を
募
集
す
る
。

マ
日
程
7
月
目
白
(
月

)
s
m

円
(
金
)

マ
場
所

・
小
学
生
静
岡
県
立
朝
霧
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー

・
中
学
、
高
校
生

山
梨
県
本
栖

湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

マ
募
集
期
限

7
月
8
臼
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
際
管
少
年

研
修
協
会
(
屯
話
O
三
1

三
三
五

九
|
八
四
二一

)

村
で
は
、
「
ハ
ロ
l
相
模
川
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し

て
い
る
。

マ
募
集
期
限

7
月
初
日
(
水
)

マ
応
募
資
格
相
模
川
流
域
の
十

二
市
町
村
の
小
学
生

マ
応
募
規
定

・テ
1
マ
相
模
湖
、
津
久
井
湖
、

相
模
川
で
の
遊
び
、
風
景
な
ど

・
画
用
紙
四
つ
切
り
ま
た
は
B

3
判
で
横
物
き

マ
応
募
方
法
画
用
紙
の
謀
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
、

年
齢
、

小
学
校
名
を
記
入
し
各
小

学
校
ま
た
は
市
役
所
水
政
課
へ
提

出マ
問
い
合
わ
せ
先
相
模
川
馬
入

地
区
河
川
事
務
所
(
包
括
M
l七

八
四
六
)
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調 書
歴UiiD必t

l号F君-

勤
者
で
平
塚
水
泳
協
会
登
録
完
了

者マ
申
込
期
限

6
月
包
臼
(
水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
蝶

(包

括
出
|
=一
O
六
O)

(8) 

3 

A-手
づ
く
り
紙
芝
居
を

神
奈
川
県
立
国
間
u
館
で
は
、
第

十
五
回
手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク

ー
ル
の
応
募
者
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
限

9
月
初
日

(火
)

マ
応
募
資
格
小
学
生
か
ら
成
人

ま
で
(
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み
)

マ
応
募
規
定
大
き
さ
、
枚
数
は

自
由
で
四
百
字
以
内
の
あ
ら
す
じ

を
添
付

応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、

神
奈
川
県
立
図
冊
目
館
視
聴
党
部
業

務
限
公

Tm横
浜
市
西
区
紅
葉
ケ

丘
9
1
2
・
飽
話
O
四
五
|
一一四

一
|
一一一一一一一一

内
線
二
四
三一

)

へ。

平成6年 6月寸 5日

A
V
人
権
講
演
会
を
開
く

四之宮の江戸ヶ崎源弥供養塔

横
浜
国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
で

は
、
人
権
啓
発
講
演
会
を
開
く
。

マ
日
時

6
月
四
日
(
臼
)
午
後

2
時

マ
会
場
新
都
市
ホ
1
ル
(
横
浜

そ
ご
う
9
階
)

マ
講
師
フ
リ
1
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
田
村
正
男
氏

マ
内
容

・
講
演
会

「心
の
鋭
を
の
ぞ
い
て

み
た
ら
」

・
映
画

「人
間
の
誇
り

宣
言
」

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
一
七
)

-
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

東
海
大
学
湘
南
校
舎
理
学
部
基

礎
教
育
研
究
室
で
は
、
サ
マ
1
セ

ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
パ
ソ
コ
ン

入
門
講
座
を
聞
く
。

マ
日
時

8
月
1
日
(
月
)
1
5

日
(
金
)
午
前
日
時
:
午
後
3
時

却
分

マ
会
場

東
海
大
学
湘
南
校
舎
5

号
館

マ
拡
集
人
民
・

一
般
コ
l
ス
別

人
・
教
只
コ
1
ス
却
人

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
東
海
大
学
湘
南
校
舎
理
学
部

基
礎
教
育
研
究
室
サ
マ
l
セ
ミ
ナ

ー
係
(
電
話
回
l
一
一一

一
一
)

へ。

-
園
芸
教
室
を
開
く

-
水
泳
大
会
出
場
募
集

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

平

塚

水

泳

協

会

で

は

、

第

二

十

は

、

園

芸

教

室

を

聞

く

。

五

回

平

塚

選

手

権

水

泳

大

会

の

出

マ

臼

時

6
月
げ
臼
(
金
)
午
前

場
者
を
募
集
す
る
。

9
時
却
分

t
u時
却
分

マ

日

時

7

月

M

日

(

日

)

午

前

マ

会

場

県

農

業

会

館

(

駅

南

9
時
5

国
際
背
少
年
研
修
協
会
で
は
、
口
)

マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
ブ
1

在
日
ア
メ
リ
カ

・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
マ
講
師
園
芸
研
究
家
露
木
孝
小
・
中
・
高
等
学
校
で
使
わ
れ

ル

人

の

小

・
中
・
高

校

生

と

日

本

人

氏

る

教

科

曹

が

展

示

さ

れ

る

。

マ
対
象
市
内
在
住
、
在
学
、
在
県
と
相
棋
川
流
域
の
十
二
市
町
生
徒
が
野
外
活
動
を
共
に
し
、
交

マ
内
容
山
野
草
の
楽
し
み
方

マ
期
間

7
月
1
日
(
金
)
3
U

e
h
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，d・‘，d
，‘.
4
h

・4h
，d，、，
e
h

，e
‘，e
h
v
d
'
h

，d'h
，d
・、d
'
h

，e
h

，d・、，d
'占
7
d
v
A
T
e

‘，e
h

，eh
，dv
‘.4
h

，eh
，d，‘，
d

守、d
，‘，
d

・、d
'
h

，d，、d
・h-d
'
h

，eh
，d・、
e
h

，d'
h

，d'h
v
d
v

‘，d'h
，d・、，e
h

，dvh
，d，‘，
e
h

，dvh
，d'h
v
d
'
h

，eh
v
d
v
h

，dvh
，dh
，d・

2
2
2
‘2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
t
4
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
f
x
 

，‘
 ぉ

幽
隠
闘
議

Mlvh3
p
k凶
悪

鳴

翠

る

で

犬

の

ト

イ

レ

の

よ

う

に

な

総

合
公
園
は
、
市
民
の
皆
ふ

N
H
K
学
園
で
は
、
全
国
ど
こ

お
署超
一九ア

44te--rJ

を

っ

て

い

ま

す

。

ん

の

憩

い

の

場

所

で

あ

り

、

財

合

……露
関
d院

通

関

謡

選

す

の

/

・

力

総
合
公
園
は
、
休
日
と
も
な
産
で
も
あ
り
ま
す
。
公
園
完

全

部

目

立

祝

日

韓

日

比

雌

盟

国

F
J
識
障
F脳
一

三

議

何

で

犬

て

協

る
と
、
家
族
づ
れ
が
芝
生
の
上

用
す
る
う
え
で
の
品
低
限
の
マ

ぬ

募
集
す
る
。

……
園
周
初
会 4

崎

明

刈

一

盛

性

の

し

訪

日

日

日

約

立

河

川

町

れ

れ

い

J
持

制

楽

町

民

号

す

る

方

は

以
圃
閣

ω
-Y教
師

γ-
盟

問

で

立

、

が
、
大
変
不
衛
生
に
感
じ
ら
れ
庭
園
内
へ
の
犬
の
立
ち
入
り
魅

mm
マ
知
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

一T

溢

縄

開

場

伊

入

ぼ

塁

間

程

鴻

ぷ

内

で

の

モ

ラ

ル

が

守

れ

い

官

摂

取

れ

れ

鮮

民

団

結

討

議
J
十
九
州
重

量

れ
訪ね仁川内
2
2
3

以
園
・
田
J
dρ
vr
i・低
限

髭

と

コ

叙

板

う

か

。

な

お

、

公

圏

内

で

の

犬

の

散

W

-

-

-

ヨ

れ

¥

〓

圃

関

以

前

言

看

、

(御
殿
原
正
一
さ
ん

Lの
禁
止
は
、
非
常
に
離
し
い

欲

的

ω

温
掴
た
;
J
i
M
'

犬

絞

立

芸

え

総
合
公
園
内
で
問
題
で
す
が
、
芝
生
内
に
つ
い

お

又

叫
diaω
副
閣
h
l、

4
・
同
，
鼻
島
監
働
臥
問
パ
l
a

・4'

t一

犬
を
放
し
た
り
、
て
も
立
ち
入
り
禁
止
を
検
討
し

比

三

也
・
司
有
j
f
G司
Y
L

ふ
ん
を
さ
せ
た
り
す
る
た
め
、
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

判

的

ω

)

甜
司
週
一
千
1

1
e

噌

S
ぷ
腕
幽
園
田

h
邑
聞

aF
最
近
苦
情
の
電
話
や
投
舎
が
多
す
。

相

お

宮
F
14
、

岨

，

・恥
悶

V

M
圃
園
田

--h凶
日
V
F幽
V

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

ね

議
l
rh
嘉

一一d姐
号

〕副

こ

れ

か

ら

の

季

節

は

、

子

供

た

く

公

園

が

利

用

で

き

る

よ

う

ご

M
M

m
嗣

圏

一

時

田

ト

樹

齢

島

明

幅

一

一

田

町

四

ち

が

「流
れ
」
で
水
遊
び
を
し
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぬ

勺

:
!
l
!
?
!
:

i

d
隊、

Ma--司

d
E一園
町

a・
司
た
り
、
砂
場
で
遊
ぶ
こ
と
か
ら
(
総
合
公
園
管
理
事
務
所

)
x

h

晴
れ
た
休
日
に
は
、
総
合
公
園
は

額

m
a司

a
E
M“
で

d
捌
酔
皆

E
E
-
-司

4
・
・

E
附
圃
可
巡
回
指
導
や
立
看
板
で
注
意
を
※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

3

m
家
族
づ
れ
で
い
っ
ぱ
い

d
副司

a'司促
し

て
い
ま
す
が
、
圏
内
も
広
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

滅

的
制
、

.
私
は
よ
く
総
合
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
最
せ
た
り
、
ふ
ん
を
処
理
し
な
い
く
行
き
届
か
な
い
の
が
実
情
で
当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ
U

ぷ

質

問

。

弘一

制的

e

・

公
園
で
ジ
ョ
ギ
ン
近
、
犬
を
放
し
自
由
に
散
歩
さ
人
が
い

る

た

め

、

公

圏

内

が

ま

す

。

く

だ

さ

い

一氏

、，.、
d
v

、e
h

，e
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4
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，dv
‘，dvh
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v
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d
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v
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v
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v
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・
4
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v
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h

・4
h

，dv
、.4
h

，eh
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h
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d
'
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e
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，eh
・4h
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、‘Fa
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、企p
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a

、‘，.、‘，
a

、‘，a
、‘，a
、.，a
‘‘，a
、.，a
、‘pa
、‘，a
‘‘p
a

、‘p
a

、.pa
、apa
、.pa
、.，a
、‘pa
、‘F
a

、ap
a

、‘，a
、.pa
、ap
a

、‘，a
、‘，a
、‘‘
p
a

、‘，a
、apa
、.，a
、.p
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の
世
話
人
に
八
幡
の
伊
勢
ヶ
崎

伊
勢
松
、
大
神
の
相
模
川
辰
五

郎
、
緑
岩
成
松
、
稲
荷
山
普
吉

な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
し

た
。
世
話
人
伊
勢
ヶ
崎
伊
勢
松

は
、
八
幡
村
を
代
表
す
る
力
士

で
、
馬
烏
家
に
生
ま
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
長
普
寺
の
境
内
に
は

こ
の
力
士
の
甚
が
現
存
レ
ま

す。
弘
化
四
年
二
八
四
八
)
九

月、

三
十
二
歳
の
短
い
生
涯
を

終
え
た
江
戸
ヶ
崎
を
し
の
ぶ
た

め
、
彼
の
死
後
三
十
五
年
を
経

て
、
彼
の
故
郷
四
之
宮
村
で
追

替
相
撲
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
、
親
方
宮
械
野

馬
五
郎
を
は
じ
め
、
大
隈
弥
吉、

江
戸
ヶ
崎
の
か
つ
て
の
し
こ
名

荒
馬
を
襲
名
し
た
荒
馬
甚
四
郎

な
ど
が
世
話
人
と
な
り
、
供
桂

搭
が
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
ヶ
崎
供
聾
搭
碑
と
い

い
、
伊
勢
ヶ
崎
伊
勢
松
墓
碑
と

い
い
こ
う
し
た
碑
が
現
存
す
る

市
域
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
例

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
厚
木
道
沿
い
の
村
々
は
、

相
撹
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
う
相
撲
興
行
に
関
す

る
資
料
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井

浩
)

水
平
社

-
交
流
キ
ャ
ン
プ
聞
く

福
祉
政
策
課

A-教
科
書
の
展
示
会
が

A
V
絵
画
の
作
品
募
集

広報ひらつか

-
扇
風
機
の
点
検
を

A
V
生
涯
学
習
講
座
を

扇
風
機
が
活
路
ず
る
季
節
を
迎

え
、
安
全
な
使
用
の
た
め
、
十
分

な
点
検
を
心
が
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
羽
根
の
回
転
、
モ
ー
タ
ー
部

分
の
勲
、
臭
い
、
音
な
ど
に
異
常

が
あ
れ
ば
、
発
煙

・
発
火
の
恐
れ

が
あ
る
。
再
使
用
の
際
に
は
必
ず

販
売
庖
に
相
談
を
。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

藤
沢
高
等
職
難
技
術
校
で
は
、

購
習
会
の
受
都
生
を
募
集
す
る
。

【シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
コ

ー
ス
}

マ
日
程
7
月
7
日
(木
)、

8
日

(
金
)
、
日
日
(
月
)
、
ロ
日
(
火
)

マ
募
集
人
員
加
入

マ
申
込
期
限

6
月
幻
自

(木
)

{
P
O
P
広
告
デ
ザ
イ
ン
基
礎
コ

ー
ス
】

マ
日
程

7
月
4
日(月)、

5
日

(
火
)
、
7
日
(
木
)
、

8
日
(
金
)

マ
募
集
人
民
日
人

マ
申
込
期
限

6
月
初
日
(
月
)

由
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四

二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ

・
進
国
建
設

業
協
会
十
万
円
、
相
原
因
子

五
千
円
、
療
の
会
三
万
円
、
高

橋
栄
治
五
万
円
、
平
塚
茶
道
協

会
六
千
九
百
六
十
九
円
、
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
平
塚
六
千
三

百
二
十
七
円
、
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

二
万
四
千
八
百
円
、

資
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